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太
子
あ
す
か

　ふ
る
さ
と
ま
つ
り

お
い
で
よ
！
和
の
ま
ち  

太
子
町

　
11
月
３
日
土
祝
、あ
す
か
ホ
ー
ル

周
辺
で
第
24
回
太
子
あ
す
か
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
時
代
パ
レ
ー
ド
で
は
、飛
鳥
時
代

の
衣
装
を
身
に
ま
と
い
聖
徳
太
子

と
お
妃
に
な
り
き
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
、斑
鳩
寺
か
ら
あ
す
か
ホ
ー
ル

ま
で
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。道
中
で

は
、可
愛
ら
し
い
パ
レ
ー
ド
の
行
列

に
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
声

援
が
送
ら
れ
る
場
面
も
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場（
地
域
グ
ル

メ
）で
は
、い
ち
じ
く
や
太
子
み
そ

な
ど
の
特
産
品
を
使
用
し
た
食
べ

物
が
ず
ら
っ
と
並
び
、ど
の
ブ
ー
ス

も
大
好
評
で
し
た
。中
庭
ス
テ
ー
ジ

で
は
、初
の
試
み
と
な
る
龍
野
北
高

校
に
よ
る
皮
革
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、観
客
は
華
や
か

な
衣
装
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

若
い
世
代
へ
の
地
場
産
業
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
今
回
は
、企
業
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

を
設
け
ま
し
た
。町
内
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
事
業
所
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
で
作
り
上
げ
ら

れ
た
ま
つ
り
は
、大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
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住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

調
査
結
果
（
抜
粋
）

第
６
次
太
子
町
総
合
計
画
策
定

【
Ｑ
１
】

　
あ
な
た
は
太
子
町
に
愛
着
を
感
じ
て

　
い
ま
す
か
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
未
来
図
と
な
る「
第
６
次
太
子

町
総
合
計
画
」策
定
の
た
め
、左
の
内
容
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。調
査

へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
抜
粋
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

詳
細
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
企
画
政
策
課
窓
口
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

｢

愛
着
を
感
じ
て
い
る｣

と
答
え
た
人
が
８
６
０
人

（
63
％
）、｢

愛
着
が
わ
い
て
き
た｣

と
答
え
た
人
が
１

９
１
人（
14
％
）、｢

愛
着
が
薄
れ
つ
つ
あ
る｣

と
答
え

た
人
が
１
５
２
人（
11
％
）、｢

愛
着
を
感
じ
て
い
な

い｣

と
答
え
た
人
が
１
２
１
人（
９
％
）で
す
。約
８

割
の
人
が
太
子
町
に
愛
着
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

【
Ｑ
３
】

　
今
後
も
こ
の
町
に
住
み
続
け

　
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

　｢

ず
っ
と
住
み
続
け
た
い｣

と
答
え
た

人
が
７
６
３
人（
56
％
）、｢

当
分
の
間
は

住
み
続
け
た
い｣

と
答
え
た
人
が
３
５
１

人（
26
％
）、｢

太
子
町
外
に
転
居
し
た
い｣

と
答
え
た
人
が
84
人（
６
％
）、｢

太
子
町

内
で
転
居
し
た
い｣

と
答
え
た
人
が
１
９

人（
１
％
）で
す
。８
割
以
上
が
住
み
続
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
Ｑ
５
】  

住
民
が
選
ぶ
、重
要
度
お
よ
び
満
足
度
の
高
い
項
目
ベ
ス
ト
10

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
住
環
境
な
ど
全
43
項
目
に
つ
い
て
、満
足
度
や
重
要
度
を
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。満
足
・
重
要

＝
５
点
、や
や
満
足
・
や
や
重
要
＝
４
点
、普
通
＝
３
点
、や
や
不
満
・
あ
ま
り
重
要
で
な
い
＝
２
点
、不
満
・
重
要
で

は
な
い
＝
１
点
と
し
て
点
数
化
し
て
順
位
付
け
を
し
ま
し
た
。

【
Ｑ
５
ー
①
】

　  

満
足
度
の
高
い
項
目
ベ
ス
ト
10

　
満
足
度
に
つ
い
て
は
、｢

買
い
物
の
便
利
さ｣

が
最
も
高

く
、次
い
で｢

通
勤
・
通
学
の
便
利
さ｣

、｢

ご
み
処
理
、環
境

美
化
の
体
制｣

、｢

車
利
用
の
際
の
道
路
整
備｣

の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、｢

公
共
交
通
の
便
利
さ｣

が
最
も
低

く
、次
い
で｢

空
き
家
の
利
活
用
の
取
り
組
み｣

、｢

歩
行
者

や
自
転
車
の
た
め
の
道
路｣

の
順
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
満
足
度
・
重
要
度
の
分
析
結
果
か
ら
】

　
重
要
度
に
つ
い
て
、「
公
共
交
通
の
便
利
さ
」や「
歩
行
者
や
自
転
車
の
た
め
の
道
路
」や「
地
域
医
療
の
体
制
」、「
高

齢
者
の
た
め
の
福
祉
」「
地
震
、台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
対
策
」、「
子
育
て
の
た
め
の
施
策
」が
上
位

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、満
足
度
の
上
位
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
こ
と
か
ら
、交
通
整
備
に
よ
る
利
便
性
の
確

保
、医
療
や
高
齢
者
福
祉
、子
育
て
支
援
の
充
実
、地
域
防
災
の
充
実
な
ど
の
安
心
を
求
め
る
声
が
住
民
の
望
む
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
推
察
で
き
ま
す
。皆
さ
ん
の
声
を
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
ま
す
。

【
Ｑ
５
ー
②
】  

　
重
要
度
の
高
い
項
目
ベ
ス
ト
10

　
重
要
度
に
つ
い
て
は
、｢

公
共
交
通
の
便
利
さ｣

が
最

も
高
く
、次
い
で｢

買
い
物
の
便
利
さ｣

、｢
歩
行
者
や
自

転
車
の
た
め
の
道
路｣

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、

｢

出
会
い
の
場
の
提
供｣

が
最
も
低
く
、次
い
で｢
歴
史

的
、文
化
的
雰
囲
気｣

が｢

住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り｣

の
順
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
Ｑ
４
】

　
太
子
町
に
住
み
続
け
た
い

　
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　  

　（
複
数
回
答
可
）

　
Ｑ
３
で｢

住
み
続
け
た
い｣

と
回
答
し

た
人
に
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、｢

家
族

が
近
く
に
住
ん
で
い
る｣

と
答
え
た
人

が
一
番
多
く
５
７
３
人（
51
％
）、続
い
て

｢

買
い
物
や
生
活
に
便
利｣

と
答
え
た
人

が
多
く
５
２
１
人（
47
％
）、「
友
人
や
地

域
の
つ
な
が
り
３
８
４
人（
35
％
）」の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。人
の
つ
な
が
り
や
生

活
利
便
性
が
住
み
続
け
た
い
理
由
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
Ｑ
２
】

　
あ
な
た
が
太
子
町
に
愛
着
を
感
じ
る

　
の
は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
複
数
回
答
可
）

　
Ｑ
１
で｢

愛
着
を
感
じ
て
い
る｣

と
回
答
し
た
人
に

理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
家
族
や
友
人
と
の
時
間
」

が
３
５
９
人（
34
％
）と
最
も
高
く
、次
い
で「
ふ
る

さ
と
の
風
景
に
心
を
和
ま
さ
れ
る
と
き
」が
３
２
３

人（
31
％
）、「
学
校
や
仕
事
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
」が
１
１
４
人（
11
％
）の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

調査の概要

調査期間 ８月20日月～８月31日金

調査対象 18歳以上の町民

調査人数 3,000人

有効回収 1,357人

調査方法 郵送による配布・回収

愛着を
感じている
63.4%

家族や
友人との時間
34.1%

ふるさとの風景に
心和まされるとき

30.7%

学校や仕事環境に
恵まれているとき

10.8%

地域活動で
役立っているとき

9.1%

最近愛着が
わいてきた
14.1%

愛着が
薄れつつある
11.2%

趣味を仲間と
楽しむとき
8.5%

その他
3.2% 不明・無回答

3.5%

有効回答数＝1,357

有効回答数＝1,052

愛着を
感じていない
8.9%

不明・無回答
2.4%

有効回答数＝1,114

家族が近くに住んでいる

買い物や生活に便利

友人や地域のつながり

住環境が良いから

通勤や通学の利便性

その他

仕事や商売の利便性

保健や医療、福祉サービス環境

子育て支援や学校教育環境

不明・無回答

0 10 20 30 40 50 60 （%）

51.4%

46.8%

34.5%

30.8%

21.9%

7.3%

6.0%

5.3%

1.7%

0.5%
有効回答数＝1,357

ずっと住み続けたい

当分の間は住み続けたい

わからない

太子町外に転居したい

太子町内で転居したい

不明・無回答

0 10 20 30 40 50 60 （%）

56.2%

25.9%

8.8%

6.2%

1.4%

1.5%

有効回答数＝1,357 0 10 20 30 40 50 60 70 80 （%）

公共交通の便利さ

買い物の便利さ

歩行者や自転車のための道路

地域医療の体制

高齢者のための福祉

自然災害に対する防災対策

子育てのための施策

障害のある人のための福祉

防犯対策、防犯活動

健康づくり、介護予防

69.0%

63.5%

63.2%

62.2%

61.7%

59.6%

56.4%

54.3%

54.0%

54.0%

有効回答数＝1,357 0 10 20 30 40 50 60 （%）

60.0%

34.1%

31.7%

29.7%

25.8%

23.4%

21.4%

21.2%

21.0%

18.9%

買い物の便利さ

通勤、通学の便利さ

ごみ処理、環境美化の体制

車利用の際の道路整備

まち全体の景観、雰囲気

消防、救急体制

川や山、田畑などの自然環境

騒音、悪臭などの公害対策

公共的施設の整備状況

町職員の住民応対の姿勢

せ
わ
合
い
問
●

企
画
政
策
課  
☎
２
７
７-

５
９
９
８

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

調
査
結
果
（
抜
粋
）

第
６
次
太
子
町
総
合
計
画
策
定

【
Ｑ
１
】

　
あ
な
た
は
太
子
町
に
愛
着
を
感
じ
て

　
い
ま
す
か
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
未
来
図
と
な
る「
第
６
次
太
子

町
総
合
計
画
」策
定
の
た
め
、左
の
内
容
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。調
査

へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
抜
粋
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

詳
細
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
企
画
政
策
課
窓
口
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

｢

愛
着
を
感
じ
て
い
る｣

と
答
え
た
人
が
８
６
０
人

（
63
％
）、｢

愛
着
が
わ
い
て
き
た｣

と
答
え
た
人
が
１

９
１
人（
14
％
）、｢

愛
着
が
薄
れ
つ
つ
あ
る｣

と
答
え

た
人
が
１
５
２
人（
11
％
）、｢

愛
着
を
感
じ
て
い
な

い｣

と
答
え
た
人
が
１
２
１
人（
９
％
）で
す
。約
８

割
の
人
が
太
子
町
に
愛
着
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

【
Ｑ
３
】

　
今
後
も
こ
の
町
に
住
み
続
け

　
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

　｢

ず
っ
と
住
み
続
け
た
い｣

と
答
え
た

人
が
７
６
３
人（
56
％
）、｢

当
分
の
間
は

住
み
続
け
た
い｣

と
答
え
た
人
が
３
５
１

人（
26
％
）、｢

太
子
町
外
に
転
居
し
た
い｣

と
答
え
た
人
が
84
人（
６
％
）、｢

太
子
町

内
で
転
居
し
た
い｣

と
答
え
た
人
が
１
９

人（
１
％
）で
す
。８
割
以
上
が
住
み
続
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
Ｑ
５
】  

住
民
が
選
ぶ
、重
要
度
お
よ
び
満
足
度
の
高
い
項
目
ベ
ス
ト
10

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
住
環
境
な
ど
全
43
項
目
に
つ
い
て
、満
足
度
や
重
要
度
を
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。満
足
・
重
要

＝
５
点
、や
や
満
足
・
や
や
重
要
＝
４
点
、普
通
＝
３
点
、や
や
不
満
・
あ
ま
り
重
要
で
な
い
＝
２
点
、不
満
・
重
要
で

は
な
い
＝
１
点
と
し
て
点
数
化
し
て
順
位
付
け
を
し
ま
し
た
。

【
Ｑ
５
ー
①
】

　  

満
足
度
の
高
い
項
目
ベ
ス
ト
10

　
満
足
度
に
つ
い
て
は
、｢

買
い
物
の
便
利
さ｣

が
最
も
高

く
、次
い
で｢

通
勤
・
通
学
の
便
利
さ｣

、｢

ご
み
処
理
、環
境

美
化
の
体
制｣

、｢

車
利
用
の
際
の
道
路
整
備｣

の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、｢

公
共
交
通
の
便
利
さ｣

が
最
も
低

く
、次
い
で｢

空
き
家
の
利
活
用
の
取
り
組
み｣

、｢

歩
行
者

や
自
転
車
の
た
め
の
道
路｣

の
順
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
満
足
度
・
重
要
度
の
分
析
結
果
か
ら
】

　
重
要
度
に
つ
い
て
、「
公
共
交
通
の
便
利
さ
」や「
歩
行
者
や
自
転
車
の
た
め
の
道
路
」や「
地
域
医
療
の
体
制
」、「
高

齢
者
の
た
め
の
福
祉
」「
地
震
、台
風
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
対
策
」、「
子
育
て
の
た
め
の
施
策
」が
上
位

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、満
足
度
の
上
位
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
こ
と
か
ら
、交
通
整
備
に
よ
る
利
便
性
の
確

保
、医
療
や
高
齢
者
福
祉
、子
育
て
支
援
の
充
実
、地
域
防
災
の
充
実
な
ど
の
安
心
を
求
め
る
声
が
住
民
の
望
む
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
推
察
で
き
ま
す
。皆
さ
ん
の
声
を
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
ま
す
。

【
Ｑ
５
ー
②
】  

　
重
要
度
の
高
い
項
目
ベ
ス
ト
10

　
重
要
度
に
つ
い
て
は
、｢

公
共
交
通
の
便
利
さ｣

が
最

も
高
く
、次
い
で｢

買
い
物
の
便
利
さ｣

、｢
歩
行
者
や
自

転
車
の
た
め
の
道
路｣

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、

｢

出
会
い
の
場
の
提
供｣

が
最
も
低
く
、次
い
で｢
歴
史

的
、文
化
的
雰
囲
気｣

が｢

住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り｣

の
順
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
Ｑ
４
】

　
太
子
町
に
住
み
続
け
た
い

　
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　  

　（
複
数
回
答
可
）

　
Ｑ
３
で｢

住
み
続
け
た
い｣

と
回
答
し

た
人
に
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、｢

家
族

が
近
く
に
住
ん
で
い
る｣

と
答
え
た
人

が
一
番
多
く
５
７
３
人（
51
％
）、続
い
て

｢

買
い
物
や
生
活
に
便
利｣

と
答
え
た
人

が
多
く
５
２
１
人（
47
％
）、「
友
人
や
地

域
の
つ
な
が
り
３
８
４
人（
35
％
）」の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。人
の
つ
な
が
り
や
生

活
利
便
性
が
住
み
続
け
た
い
理
由
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
Ｑ
２
】

　
あ
な
た
が
太
子
町
に
愛
着
を
感
じ
る

　
の
は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
複
数
回
答
可
）

　
Ｑ
１
で｢

愛
着
を
感
じ
て
い
る｣

と
回
答
し
た
人
に

理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
家
族
や
友
人
と
の
時
間
」

が
３
５
９
人（
34
％
）と
最
も
高
く
、次
い
で「
ふ
る

さ
と
の
風
景
に
心
を
和
ま
さ
れ
る
と
き
」が
３
２
３

人（
31
％
）、「
学
校
や
仕
事
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
」が
１
１
４
人（
11
％
）の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

調査の概要

調査期間 ８月20日月～８月31日金

調査対象 18歳以上の町民

調査人数 3,000人

有効回収 1,357人

調査方法 郵送による配布・回収

愛着を
感じている
63.4%

家族や
友人との時間
34.1%

ふるさとの風景に
心和まされるとき

30.7%

学校や仕事環境に
恵まれているとき

10.8%

地域活動で
役立っているとき

9.1%

最近愛着が
わいてきた
14.1%

愛着が
薄れつつある
11.2%

趣味を仲間と
楽しむとき
8.5%

その他
3.2% 不明・無回答

3.5%

有効回答数＝1,357

有効回答数＝1,052

愛着を
感じていない
8.9%

不明・無回答
2.4%

有効回答数＝1,114

家族が近くに住んでいる

買い物や生活に便利

友人や地域のつながり

住環境が良いから

通勤や通学の利便性

その他

仕事や商売の利便性

保健や医療、福祉サービス環境

子育て支援や学校教育環境

不明・無回答

0 10 20 30 40 50 60 （%）

51.4%

46.8%

34.5%

30.8%

21.9%

7.3%

6.0%

5.3%

1.7%

0.5%
有効回答数＝1,357

ずっと住み続けたい

当分の間は住み続けたい

わからない

太子町外に転居したい

太子町内で転居したい

不明・無回答

0 10 20 30 40 50 60 （%）

56.2%

25.9%

8.8%

6.2%

1.4%

1.5%

有効回答数＝1,357 0 10 20 30 40 50 60 70 80 （%）

公共交通の便利さ

買い物の便利さ

歩行者や自転車のための道路

地域医療の体制

高齢者のための福祉

自然災害に対する防災対策

子育てのための施策

障害のある人のための福祉

防犯対策、防犯活動

健康づくり、介護予防

69.0%

63.5%

63.2%

62.2%

61.7%

59.6%

56.4%

54.3%

54.0%

54.0%

有効回答数＝1,357 0 10 20 30 40 50 60 （%）

60.0%

34.1%

31.7%

29.7%

25.8%

23.4%

21.4%

21.2%

21.0%

18.9%

買い物の便利さ

通勤、通学の便利さ

ごみ処理、環境美化の体制

車利用の際の道路整備

まち全体の景観、雰囲気

消防、救急体制

川や山、田畑などの自然環境

騒音、悪臭などの公害対策

公共的施設の整備状況

町職員の住民応対の姿勢

せ
わ
合
い
問
●

企
画
政
策
課  

☎
２
７
７-

５
９
９
８
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●
家
を
建
て
た
と
き
、
取
り
壊

し
た
と
き
は
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い

　

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
状
況
で
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

適
正
な
課
税
を
行
う
た
め
、
次
に
該
当

す
る
と
き
は
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
家
屋
を
建
て
た
と
き
】

　

家
屋
に
は
、
床
面
積
の
大
小
に
関
わ
ら

ず
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
建
築

確
認
申
請
が
必
要
で
な
い
床
面
積
10
㎡
未

満
の
小
規
模
家
屋
も
、
新
築
ま
た
は
増
築

し
た
と
き
に
は
、
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
】

　

登
記
さ
れ
て
い
な
い
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合
や
、
登
記
家
屋
の
滅
失
登
記
が
済

ん
で
い
な
い
場
合
は
、
町
に
届
出
を
し
な

い
限
り
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
た
ま

ま
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
１
月
２
日
～
平
成
31
年
１
月

１
日
の
間
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
登
記
家
屋
で
平
成
31
年
１
月
１
日
ま
で

に
滅
失
登
記
済
み
の
家
屋
は
届
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
相
続
人
代
表
者
（
お
よ
び
固
定
資
産
現
所

有
者
）
指
定
（
変
更
）
届
の
提
出
】

　

納
税
義
務
者
が
死
亡
し
、
１
月
１
日
ま

で
に
相
続
登
記
が
完
了
し
て
い
な
い
場
合

は
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
・

家
屋
の
現
所
有
者
（
相
続
人
）
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
な
ど
を
確
実
に
届
け
る
た

め
、
相
続
人
の
中
か
ら
、
固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
や
、
賦
課
徴
収
に
関
す
る
書

類
の
受
取
人
を
決
め
た
上
で
、
税
務
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
同
時
に
正
式
な
相
続
手
続
き
を
進
め
て

く
だ
さ
い
。

　
●
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で
工
場

や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人
や
、
駐

車
場
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付
け
し
て

い
る
人
が
、
そ
の
事
業
に
用
い
る
こ
と
が

で
き
る
構
築
物
、
機
械
、
装
置
、
工
具
、

器
具
・
備
品
な
ど
の
有
形
資
産
の
こ
と
で
、

土
地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

１
月
１
日
現
在
で
所
有
す
る
償
却
資
産

に
は
、
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

所
得
税
、
法
人
税
の
確
定
申
告
で
こ
れ
ら

の
資
産
を
減
価
償
却
の
対
象
と
し
て
申
告

し
て
い
る
場
合
は
、
償
却
資
産
と
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
償
却
資
産
の
評
価
額
合
計
が

１
５
０
万
円
未
満
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

場
合
で
も
申
告
は
必
要
で
す
。

【
償
却
資
産
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
】

・
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な

る
自
動
車
・
貨
物
自
動
車
・
自
動
二
輪

車
な
ど

・
耐
用
年
数
１
年
未
満
の
償
却
資
産
ま
た

は
取
得
価
格
10
万
円
未
満
の
償
却
資
産

で
損
金
算
入
し
た
も
の

・
取
得
価
格
20
万
円
未
満
の
償
却
資
産
で

３
年
間
の
一
括
償
却
を
選
択
し
た
も
の

※
１
：
不
動
産
貸
付
業
に
は
、
ア
パ
ー
ト

や
駐
車
場
の
経
営
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

※
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
な
ど

で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
資
産
に
は
、

課
税
標
準
の
特
例
が
適
用
さ
れ
、
税
負

担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【申告の対象となる主な償却資産】

共通
パソコン、コピー機、応接セット、
看板、広告塔、舗装路面、駐車設
備　など

建設業
ブルドーザー、パワーショベル、
フォークリフト、大型特殊自動車
など

飲食業
テーブル、椅子、厨房設備、冷凍
冷蔵庫、カラオケセット　など

小売業 陳列棚、陳列ケース、日よけ　など

医（歯科）業・
獣医業

レントゲン装置、手術機器、歯科
診療ユニット、ベッド、調剤機器
など

不動産
貸付業※１

門扉・塀・緑化設備などの外構工
事、受変電設備　など

理容・
美容業

理容・美容椅子、洗面設備、消毒
殺菌設備、サインポール　など

固
定
資
産
税
の
申
告
・
届
出

●
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
☎
２
７
７
‐
１
０
１
４

届
出
・
申
告
期
限　

平
成
31
年
１
月
31
日
木登録統計調査員の募集

　国が実施する各種統計調査に従事していただく
統計調査員を募集しています。
●業務内容
　①調査対象（世帯や事業所）への調査票の配布・

回収・検査・整理・提出　
　②事務説明会への出席
●報酬　2.5 ～４万円程度
　　　　（任命期間はおおむね 2 カ月程度です）
※担当いただく調査・件数によって異なります。
●応募要件　以下の①～③全ての要件を満たす人
　① 20 歳以上で、責任を持って調査事務を行える人
　②調査上知りえた秘密を守ることができる人
　③税務、警察、選挙、暴力団などに関わりの
　　ない人
●平成 31 年度に実施予定の統計調査
　・工業統計調査（６月１日基準日）
　・経済センサス基礎調査（７月 1 日基準日）
●応募方法　随時応募を受け付けています。必要

書類などについては、企画政策課までお問い合
わせください。

問 企画政策課 ☎ 277-5998 問

●職種・人数　事務補助員　1 名
●勤務地　まちづくり課
●職務内容　一般事務補助（各種計画立案のため

の調査結果入力、簡易な書類作成、電話対応など）
●雇用期間　平成 31 年１月 10 日木～平成 32 年９

月 30 日水まで（予定）
●資格要件　平成 30 年 4 月 1 日現在 62 歳以下

で、基本的なパソコン操作ができ、普通自動車
免許所持者（住所は町内外問わず）。

●勤務日時　月～金曜日の役場開庁日で週５日、
週 38 時間 45 分勤務。8 時 30 分～ 17 時 15
分まで（休憩 60 分）。時間外勤務は勤務時間
の振替にて対応。

●賃金　170,000 円／月額
●福利厚生　健康保険・厚生年金・雇用保険・非

常勤職員公務災害補償保険・年次有給休暇など
●面接日　12 月 22 日土（詳細は個別通知）
●申込方法　市販の履歴書に写真を貼付し、職種

を上部余白に赤字で明記のうえ提出
●申込期限　12 月７日金（土日除く）
※郵送の場合は期間内必着

平成 31 年１月 10 日付採用
育児休業代替職員を募集します

〒 671-1592　鵤 280-1
総務課 ☎ 277-1010

●職種
　事務職　　　　　　　  １名
　土木職　　　　　　　  １名

●受験資格
【事務職】
　昭和 53 年 4 月 2 日以降に生まれ、学校教育法
による 4 年制大学卒業程度の学力を有する人

（学歴は問いません）
【土木職】
　昭和 48 年 4 月 2 日から平成５年４月１日の間に
生まれ、学校教育法による大学、高等学校などにお
いて、試験職種に関する学科を専攻し卒業した人

●第一次試験日　平成 31 年１月 20 日日
◎内容　教養試験、適性検査および論文試験

（土木職は論文試験に代えて専門試験）
※第 2 次試験の詳細は第 1 次試験合格者に個人通知

●受付期限　12 月 14 日金 17 時 15 分まで
　　　　　　（土日を除く）
　　　　　　※郵送の場合は期限内必着

●その他　
　詳しくは、試験公告をご覧ください。試験公告・
申込書は総務課および総合受付、町ホームページ
に備え付けています。

平成 31 年４月１日付採用

太子町職員の募集
●問い合わせ
　〒 671-1592　鵤 280-1
　総務課 ☎ 277-1010

QR コード
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外
がいこくじん

国人のみなさんへ　
～楽

たの

しく一
いっしょ

緒に遊
あそ

びながら、
日
に ほ ん ご

本語にふれあいませんか～
　町

ちょうない

内にお住
すま

いの外
がいこくじん

国人の人
ひと

と太
た い し に ほ ん ご が く し ゅ う

子日本語学習

支
し え ん

援ボランティアとの交
こうりゅうかい

流会を開
ひら

きます。日
に ほ ん ご

本語

が話
はな

せなくても楽
たの

しめる内
ないよう

容を用
よ う い

意しています。

「バルーンあそび」や「ビンゴゲーム」などの遊
あそ

びを一
いっしょ

緒に体
たいけん

験しましょう。

　また、ご近
きんじょ

所や職
しょくば

場に外
がいこくじん

国人の人
ひと

がおられる

場
ば あ い

合は、この交
こうりゅうかい

流会をご紹
しょうかい

介ください。

　興
きょうみ

味のある人
ひと

は企
き か く せ い さ く か

画政策課までご連
れんらく

絡をお願
ねが

い

します。

●日
に ち じ

時（date）12 月
がつ

２日
にち

日 10 時
じ

～ 11 時
じ

45 分
ふん

●場
ば し ょ

所 (place) 役
やくばちいきこうりゅうかん

場地域交流館 2 階
か い わ し つ

和室

●内
ないよう

容 (Program) バルーンあそび、ビンゴゲーム

●申
もうしこみほうほう

込方法（How  to  apply）

　企
き か く せ い さ く か ま ど ぐ ち

画政策課窓口または電
でんわもうしこみ

話申込

問 企
き か く せ い さ く か

画政策課 ☎ 277-5998

女性のためのチャレンジ相談

　再就職や起業、在宅ワーク、仕事と子育ての両
立など、チャレンジしようとする女性のための相
談会を開催します。
　キャリアコンサルタントなどの資格を持つ経験
豊富な女性相談員が、無料で課題を整理するお手
伝いやアドバイス、個々のニーズにあった情報の
提供をします。
　ぜひお申し込みいただき、新しいチャレンジに
役立ててみませんか。個別で相談に応じます。
●日時　平成 31 年 1 月 26 日土

① 9 時～② 10 時～③ 11 時～（1 人 50 分）
●場所　役場地域交流館２階スペース２
●相談員　山脇  洋子さん（キャリアコンサルタント）
●対象者　再就職や起業、働き方の見直しなどに
　　　　　興味のある女性
●定員　３名（先着順）
●一時保育　2 歳以上就学前まで（無料・要予約）
●申込方法　企画政策課窓口または電話申込
●申込受付開始　11 月 26 日🈷

問 企画政策課 ☎ 277-5998

公共施設年末年始の開館カレンダー ■は休み

12 月 １月
24 25 26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５ ６
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

役場※１
地域交流館
児童館 ※２
子育て学習センター
あすかホール ※２
歴史資料館
図書館
各地区公民館
南総合センター
町民体育館 ※２ ※２
総合公園陸上競技場 ※２
老人福祉センター
筑紫の丘斎場
ごみの収集 ※３ ※３
揖龍クリーンセンター※４ 午前のみ 午前のみ
※１　役場が休みの場合でも、24 時間届出書類の受け付けのみ実施しています。証明書の発行はできません。
※２　児童館、あすかホール、町民体育館、総合公園陸上競技場は点検・清掃のため、受け付けのみとなります。
※３　ごみ出しの日などはごみカレンダーでご確認ください。
※４　ごみを直接搬入する場合は希望日の 2 日前までに揖龍クリーンセンターにご予約ください。
　　　（☎ 0791-64-8018）

問

障害相談窓口 Cafe はらっぱを
開設しています

　身体や心の不安など、障害について誰でも気軽
に立ち寄れる相談窓口をカフェはらっぱに開設し
ています。
　「障害のことについて、どこに相談に行ったら
いいのか分からない」、「子どもの発達について気
になる」など何でも構いません。不安や心配事な
ど気軽にスタッフにお声がけください。
●日時　平日 14 時～ 16 時
●場所　Cafe はらっぱ（役場地域交流館はらっ

ぱ南側）
●相談費用　無料
※飲食される場合は別途費用が必要です。

● 12 月 24 日月祝 ～１月６日日●

社会福祉課　  ☎ 277-1013

問 文化推進課 ☎ 277-2300

「太子の里かるた大会」参加者の募集
　友だちと一緒に参加して、百人一首で勝負をし
ませんか。また、実力を発揮する場として参加し
てみませんか。
●日時　平成 31 年１月 20 日日９時～ 12 時
　（受付は８時 30 分～９時）
●場所　あすかホール中ホール
●参加資格　
・町内小学生（１チーム３名で申し込んでください）
・中学生・高校生・一般
　（個人で申し込んでください）
●試合方法　小学生は、団体戦と個人戦です。
　団体戦に参加した人のみ個人戦に参加できます。
　中学生・高校生・一般は、個人戦のみです。
●申込方法　参加申込書を窓口に直接提出
※あすかホールに参加申込書を設置しています。
●申込先
　【小学校・中学校】学校経由での申し込み
　【高校生・一般】文化会館への申し込み
●申込期限　12 月 21 日金
※小学生・中学生は学校の決めた期限まで

問 さわやか健康課 ☎ 276-6630

播磨姫路小児救急医療電話相談
　県の電話相談に加え、播磨姫路小児救急医療電
話相談が利用できるようになりました。
　夜間や休日に、子どもの急な病気やけがなどで
対処法や受診に迷ったとき、気軽にご相談くださ
い。看護師が応急手当の方法や医療機関の受診な
どのアドバイスをします。

【播磨姫路相談】〈新規事業〉
●相談日時
　月～土曜日　20 時～ 24 時
　日祝日・8 月 15 日・年末年始（12 月 31 日～

1 月 3 日）　9 時～ 18 時、20 時～ 24 時
●電話番号　☎ 079-292-4874

【県相談】　
●相談日時
　月～土曜日　18 時～翌朝 8 時
　日祝日・年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）
　8 時～翌朝 8 時
●電話番号　プッシュ回線　＃ 8000
　ダイヤル回線、IP 電話　☎ 078-304-8899

問 龍野健康福祉事務所 ☎ 0791-63-5150

年末年始の医療機関の
受診と急病時の対応

　年末年始の医療機関の診療日や時間は、前もっ
て確認しておきましょう。
　持病のある人や体調の悪い人は、早めにかかり
つけ医を受診しておきましょう。
　お子さんの急病やけがで、緊急に病院に行く必
要があるかどうか迷ったときには、かかりつけ医
への相談のほか、小児救急医療電話相談窓口を活
用しましょう。
　日頃から体調管理に努めるとともに、身近なと
ころでかかりつけ医をつくり、できるだけ診療時
間内の受診を心がけましょう。
●兵庫県子ども医療　電話相談　☎＃８０００　

【ダイヤル回線・ＩＰ電話の場合】　
　☎ 078-304-8899
●相談時間　平日・土曜日　18 時～翌朝８時
　（日祝日・年末年始は８時～翌朝８時）　



人権一口メモ

平成30年（2018）12月号 1011

No.199 問  社会教育課

●問い合わせ
　上下水道事業所 ☎ 277-3241

寒さが本格化する前に対策を
水道管の凍結にご注意ください

【このような水道管はご注意ください】
◎むき出しになっている
◎日の当たらないところにある
◎風当たりの強いところにある
◎温水器などのむき出しになっている配管部分

【防寒の方法】
　水道管を保温材で巻きます。特に破損しやすい
蛇口は完全に包んでください。保温材がない場合、
身近なものとして毛布・布・発砲スチロールなど
で代用ができます。さらに、保温材の上からレジ
袋やビニールなどを巻いて保温材が濡れないよう
にしましょう。

【水が凍って出ないとき】
　自然に溶けるのを待つか、凍った蛇口や水道管
にタオルや布をかぶせ、その上からゆっくりとぬ
るま湯をそそぎ、時間をかけて溶かしましょう。
　急に熱いお湯をかけると、管や蛇口が破損し給
水栓を傷つけることがあります。
　また、凍結により蛇口から水が出ない場合に、
蛇口を開いたままにしてしまい、凍結が直った際

に水が出続けて、水道料金が高額となることがあ
ります。水が出ない場合も必ず蛇口を閉めたかご
確認ください。

【水道管が破損したとき】
　メーターボックス内の止水栓を閉めて水を止め、
町指定の給水装置工事事業者に修繕を依頼してく
ださい（修繕費用は自己負担です）。

【長期の留守や空き家・空き部屋をお持ちの人】　
　不在の間に屋外の水道の蛇口や温水器などの配
管が凍結して破損する恐れがあります。配管が破
損し、長時間水が漏れると水道料金が高額になる
場合がありますので、ご注意ください。
　長時間不在にする場合は、上下水道事業所に閉
栓（休止）を届け出ましょう。

【上下水道料金の減額（還付）制度】
　凍結により給水管、蛇口などの給水装置が破損
し、上下水道料金が高額となったときは、修理業
者を通じて町へ申請することで一部減額（還付）
の対象となる場合があります。詳しくは、上下水
道事業所までお問い合わせください。

問 生活環境課 ☎ 277-1015

消防団年末特別警戒
【12 月 26 日〜 31 日】

　消防団では、地域の皆さんに安心して年末を過
ごしていただくため「年末特別警戒」を実施しま
す。夜間、各地区の消防団員が地域を巡回し、「火
の用心」を呼びかけます。

【年末年始は火災にご注意ください】
　年末年始は空気が乾燥し、火災の発生が増加す
る傾向にあります。寒くなると火器などを使用す
る機会が増えますが、取り扱いには十分ご注意く
ださい。

　消防団員の士気高揚と防火祈念のため消防出初
式を開催します。消防団員の晴れ姿をぜひご覧く
ださい。
●日時　平成 31 年 1 月 13 日日午前 10 時～
●場所　総合公園陸上競技場（佐用岡 246-1）
●内容　１部　式典　表彰等
　　　　２部　アトラクション
　　　　・消防団員はしご乗り演技
　　　　・幼年、少年消防クラブ員による演技
　　　　・消防団員による一斉放水
　　　　　（とん汁の炊き出しもあります）

太子町消防出初式

問 生活環境課 ☎ 277-1015

人権週間

　

70
年
前
の
12
月
10
日
、
国
連
総

会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
毎
年
12
月

４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
人
権
週
間

と
定
め
、
全
国
的
に
人
権
啓
発
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
々
は
、
二
度
に
渡
る
世
界
大

戦
で
、
大
量
虐
殺
、
人
類
史
上
初

め
て
の
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投

下
、
特
定
の
人
種
へ
の
迫
害
な
ど

で
人
権
が
著
し
く
侵
害
さ
れ
、
悲

惨
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
の
反
省
か
ら
、
再
び
虐
殺
や
戦

争
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
人
権
を
守
る
努
力
を
国

内
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
各
国
が

協
力
し
て
行
う
こ
と
を
目
的
に
世

界
人
権
宣
言
は
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

世
界
人
権
宣
言
に
は
、
法
的
拘

束
力
や
罰
則
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、国
際
的
な
ル
ー
ル
に
よ
っ

て
理
想
の
社
会
を
現
実
の
も
の
に

し
よ
う
と
、
国
際
人
権
規
約
、
女

性
差
別
撤
廃
条
約
、
子
ど
も
の
権

利
条
約
な
ど
の
人
権
条
約
が
次
々

に
作
ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
子

ど
も
の
権
利
条
約
の
採
択
後
は
、

５
歳
未
満
の
子
ど
も
の
死
亡
率
が

低
下
し
、
危
険
な
労
働
を
強
い
ら

れ
る
子
ど
も
の
数
も
大
き
く
減
少

し
ま
し
た
。

　

日
本
も
、
こ
れ
ら
の
人
権
条
約

を
締
結
し
、
国
際
社
会
の
一
員
と

し
て
足
並
み
を
揃
え
て
進
ん
で
い

ま
す
。
一
昨
年
に
は
、「
障
が
い
者

差
別
解
消
法
」、「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
対
策
法
」、「
部
落
差
別
解
消
法
」

の
人
権
関
連
三
法
の
法
律
が
施
行

さ
れ
る
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
町
で
は
、
11
月
17
日
に
、

斑
鳩
小
学
校
を
中
心
会
場
と
し
て
、

太
子
町
民
主
化
推
進
協
議
会
に
よ

る
人
権
教
育
実
践
発
表
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
実
践
発
表
会

は
、
学
校
園
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
、

高
齢
者
、
職
場
な
ど
の
各
種
団
体

が
、
日
頃
か
ら
よ
り
よ
い
人
間
関

係
・
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

実
践
を
発
表
し
、
対
策
を
討
議
し

ま
し
た
。
今
回
も
各
種
団
体
よ
り

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、
お
互
い

が
理
解
し
合
い
、
人
権
が
大
切
に

さ
れ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
一

歩
前
進
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

ご
家
庭
に
、
町
の
人
権
カ
レ
ン

ダ
ー
は
届
い
て
い
ま
す
か
。
カ
レ

ン
ダ
ー
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
で
、

私
た
ち
や
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
そ
し
て
自
分
た
ち
が
住

ん
で
い
る
地
域
の
た
め
に
、
人
権

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

太子メモリアルパーク（墓園）のご案内 ●問い合わせ
　生活環境課 ☎ 277-1015

　自然に囲まれた町立墓園「太子メモリアルパー
ク」の使用者を募集しています。
●対象　①②両方の要件を満たす人

①太子町、姫路市、たつの市のいずれかに住民
登録がある（町内申込者は太子町に住民登録
が 1 年以上ある人に限ります）

②申込者が墓地を必要とし、墓碑を建立する予
定がある

※墓碑には申込者氏名を刻印していただきますの
で、名義貸しや代理申込はできません。

●募集区画
◎ 4㎡区画（間口 1.6 ｍ×奥行 2.5 ｍ）
◎ 6㎡区画（間口 2.0 ｍ×奥行 3.0 ｍ）	
◎ 8㎡区画（間口 2.5 ｍ×奥行 3.2 ｍ）	
●場所　

●永代使用料・年間管理料　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

区
分

永代使用料
年間管理料町内申込者 町外申込者

4㎡ 6㎡ 8㎡ 4㎡ 6㎡
A 800,000 ― ― 1,040,000 ―

 4㎡… 6,000
 6㎡… 9,000
 8㎡…12,000

B 720,000 1,090,000 1,460,000 936,000 1,414,000
C 680,000 1,030,000 ― 884,000 1,336,000
D 640,000 970,000 ― 832,000 1,258,000
E 600,000 910,000 ― 780,000 1,180,000
F 560,000 850,000 ― 728,000 1,102,000

●注意事項
◎区画位置により A ～ F の区分があ
ります。空き区画は生活環境課窓口で
ご確認ください。
◎永代使用料は申込時に一括してお
支払いください。年間管理料は毎年 5
月にお支払いください。

美原台 きたやま
公園

山陽新幹線

池

池至　鵤

太田公園 至　勝原

太子東ランプ

国道179号線
（旧国道2号線）

Nガソリン
スタンド

バ
ス
停（
北
山
）

墓
園
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健康ダイアリー Health diary

　妊娠・出産・育児。家族が増えることは、喜び
と期待でいっぱいな反面、赤ちゃんのことだけで
なく、自分や家族のことなど、色々な悩みも出て
きます。「つわりでご飯が食べられない」「体重が
増え過ぎている」といった妊娠中の悩みから、「赤
ちゃんが母乳をうまく飲んでくれない」「おむつが
なかなか外れない」といった育児の不安まで、子
どもの成長に応じて心配事はさまざまです。
　町では、健やかに安心して妊娠・出産・子育て
ができるよう、子育て世代包括支援センター「ひ
だまり」を保健福祉会館内に開設しています。
　「ひだまり」は、切れ目のない支援を行うための
総合窓口として、妊娠・出産・子育てに関して、
保健師や管理栄養士が相談に応じています。また、
必要に応じて子育て支援機関や医療機関などと連
携し、支援を行います。

こんなときにご相談ください

・初めての妊娠で分からないことが多い
・妊娠中の食事はどうすればいいのか
・赤ちゃんが母乳をうまく飲んでくれない
・赤ちゃんの体重が増えているのか心配
・離乳食への切り替えがうまく進まない
・赤ちゃんが泣いてばかりで寝てくれない
・子どもの発達が遅れていないか心配　　など

「ひだまり」が行う子育て支援事業

母子健康手帳および妊婦健康診査受診券の交付
　保健師が母子健康手帳と妊婦健康診査受診券を
交付し、利用できるサービスや制度、地域の子育
て情報などを紹介します。また、一人ひとりの健
康状態や悩み、不安などに応じて子育て支援プラ
ンを作成、マタニティキーホルダーや子育て支援
ガイドを配布し、マタニティライフを応援します。

妊娠・出産・子育てに関する相談
　妊娠・出産・子育てに関する「不安」「しんどい」
などの悩みは一人で抱えず声に出すことが大切で
す。さわやか健康課窓口または電話で気軽にご相
談ください。保健福祉会館にはキッズスペースの
ある子育て相談ルーム（個室）を用意しています。

パパママスクール
　妊娠期の夫婦を対象に、妊婦体験や沐浴実習を

実施しています。赤ちゃんと先輩パパママとの交
流では、抱っこ体験や出産前後の体験談を聞くな
ど夫婦が協力して育児に取り組めるよう支援して
います。

まちの保健室
　毎月開催し、子どもの身体計測や発育・発達の
チェックをしています。健康や育児に関する疑問
や悩みの相談を希望される場合、保健師や管理栄
養士が個別で対応しています。

産前・産後サポート事業（助産師による妊産婦訪問）
　妊娠期から産後 1 年までの妊産婦を対象に、助
産師による母乳育児の支援を目的とした訪問事業
を実施しています（一部自己負担あり）。

産後ケア事業
　出産後に家族などから十分な食事、育児などの援
助が受けられず、心身の不調や育児に不安がある生
後 4 カ月未満の産婦と赤ちゃんを対象に、契約医
療機関で宿泊や通所による心身のケアや授乳指導、
育児相談が受けられます（一部自己負担あり）。

新生児訪問、こんにちは赤ちゃん訪問
　すべての保護者と赤ちゃんを対象に、家庭訪問
にて育児相談や健康相談、予防接種や健診の案内
をしています。電話で日程を調整し、保健師が訪
問します。必要時には継続訪問を実施しています。

乳幼児健康診査・相談
　年齢に応じた健康診査・相談を、すべての子ど
もに対し実施しています。対象児には実施日の約
3 週間前に案内文と問診票を送付します。

　その他にも、「ひだまり」は地域の子育て支援ネッ
トワークづくりを行っています。
　子育て世代に子育てに役立つ情報を提供するた
め、太子町子育て支援ガイドを発行し、小学校ま
での子どもがいる世帯に配布しています。また、
地域の子育て支援機関や幼稚園、保育園、認定子
ども園と定期的な連絡会を開催して連携を図り、
子育てしやすい地域づくりを進めています。

※母子健康手帳の交付、妊婦健康診査受診券の　
交付は随時行っています。妊娠が確認できれば　
お早めにさわやか健康課へお越しください。健康

ひろば 12月 ●問い合わせ・事業場所
　さわやか健康課（保健福祉会館）
　☎ 276-6630　FAX 276-6631

エイズ・肝炎相談　　　   ☎ 0791-63-5140
　（HIV・肝炎ウイルス検査）
　12 月４・18 日火 13 時～ 14 時 50 分
　（検査・相談は無料・匿名可）
栄養相談　　　　　　　   ☎ 0791-63-5677
　12 月 10 日🈷 10 時～ 11 時 30 分
　栄養に関する専門的な相談、食品の栄養成分

表示の方法と活用の相談などに応じます。

龍野健康福祉事務所の相談
相談場所　龍野健康福祉事務所
　　　　　 （たつの市龍野町富永 1311-3）

相談

こころのケア相談　　　   ☎ 0791-63-5687
　12 月７日金 13 時～ 15 時
　精神疾患、認知症、アルコールの問題などに

関する相談や心の悩み、不安に応じます。

離乳食教室
　12 月 13 日木 10 時～ 11 時 30 分
　受付　９時 40 分～ 9 時 50 分
　対象　４～８カ月児
　離乳食の工夫などの話や栄養士による

段階に応じた実演・試食を行います。

まちの保健室
　12 月３・17 日🈷９時 30 分～ 11 時 30 分
　保健師と栄養士が健康相談に応じます。

要
申込

要
申込教室

健康管理課

地域保健課

●テーマ　笑って楽しくリフレッシュ！
●日時　12 月 10 日🈷
　　　　13 時 30 分～ 15 時
●場所　特別養護老人ホームまほろばの里
　　　　地域交流スペース（塚森 125-1）
●講師　田口  たえ子さん
　　　　（健康運動指導士）
●定員　70 名
●申込方法　電話申込
　　　　　　まほろばの里  ☎ 275-1862
●申込期限　12 月５日水
●問合せ先　高年介護課  ☎ 276-6639

要
申込介護予防教室

乳児健康診査
　12 月 26 日水　
　対象  平成 30 年８月生まれ
乳児相談
　12 月 25 日火
　対象  平成 30 年４月生まれ
１歳６カ月児健康診査
　12 月 19 日水　
　対象  平成 29 年５月生まれ
２歳児相談
　12 月 12 日水　
　①受付 13 時 30 分～ 14 時 15 分
　対象　平成 28 年５月生まれ
　②受付　14 時 15 分～ 15 時
　対象　平成 28 年６月生まれ
３歳児健康診査
　12 月５日水　 
　対象  平成 27 年６月生まれ

健康診査 ★対象者に個人通知

受付時間　13 時 30 分～ 14 時 15 分

子育て世代包括支援センター「ひだまり」を
ご利用ください



12月

情報館
らしの

☎277−1010  FAX276−3892

企画政策課
総務課
財政課
税務課
　収税管理室
町民課
　戸籍係
　保険係・国民年金係
生活環境課
社会福祉課
高年介護課
　介護保険係
　高年福祉係（地域
　包括支援センター）
さわやか健康課
産業経済課
まちづくり課
上下水道事業所
　上水道
　下水道
会計課
議会事務局
教育委員会管理課
教育委員会社会教育課
教育委員会文化推進課

※（　）内は前月比

277−5998
277−1010
277−5996
277−1014
277−5700

277−1011
277−1012
277−1015
277−1013

276−6715
276−6639

276−6630
277−5993
277−5992

277−3241
277−5991
277−5990
277−5995
277−1016
277−1017
277−2300

問い合わせ

人口と世帯 月1日
現在11

納　期 期限内に
納めましょう。

平成30年（2018）12月号 1415

個人番号カードは順次交付しています（要予約）
個人番号カードの申請に必要な写真を町民課で無料
撮影します。混雑時は写真のお渡しまでに時間がか
かる場合があります。

平日
8時30分〜17時15分

開庁
時間

町民課では、証明書発行などの業務を18時15分まで時間を延長して
実施しています。詳しい内容は町民課へお問い合わせください。 暮

人口
男
女

世帯数

34,277人
16,793人
17,484人
13,523世帯

（±  ０）
（±  ０）
（±  ０）
（－  ８）

◆納期限　12月25日火
◎税務課
　固定資産税（３期）
◎町民課
　国民健康保険税（６期）
　後期高齢者医療保険料（6期）
◎高年介護課
　介護保険料（６期）
※納付には便利で安心な口
　座振替をご利用ください。

　特定（産業別）最低賃金が
改正されます

　　　　　　兵庫労働局 ☎ 078-367-9154

　12 月から、特定（産業別）最低賃金が、
次のとおり改正されます。
　最低賃金は、パートタイマー、アルバイ
トなどすべての労働者に適用されます。

特定最低賃金の適用業種 時間額

塗料製造業 949 円

鉄鋼業 943 円

はん用機械器具製造業
生産用機械器具製造業
業務用機械器具製造業

921 円

電子部品・デバイス・電子回路製造業
電気機械器具製造業
情報通信機械器具製造業

873 円

輸送用機械器具製造業 954 円

計量器・測定器・分析機器・
試験機・測量機械器具製造業

875 円

自動車小売業 876 円

※詳細は、お問い合わせください。

問

母子家庭等特別相談
　　　    龍野健康福祉事務所

 ☎ 0791-63-5136  
　県では、母子家庭などを対象に弁護士
による無料法律相談を実施しています。
　養育費や慰謝料に関する相談や、父子家
庭の人の相談も可能です。ぜひこの機会に
ご相談ください。相談を希望される人は、
事前申込み（相談）が必要です。
●日時　平成 31 年 1 月 10 日木
※時間は相談者の人数などにより、後日

決定の上連絡します。
●場所　兵庫県龍野庁舎別館 3 階第 5 会

議室（たつの市龍野町富永）
●対象者　母子家庭・父子家庭
●申込方法　電話申込
●申込期限　12 月 20 日木
●申込先　龍野健康福祉事務所地域福祉課

NEWS

NEWS

問

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

【
12
月
１
日
土
～
10
日
月
】

　

  

生
活
環
境
課

　

年
末
は
忘
年
会
な
ど
飲
酒
の
機

会
の
増
加
に
加
え
、
帰
省
な
ど
で

交
通
量
も
増
加
す
る
た
め
、
交
通

事
故
が
多
発
し
ま
す
。
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
安
全

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中

･

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

防
止

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

平
成
31
年
成
人
式

 　

 

社
会
教
育
課

●
日
時　

平
成
31
年
1
月
14
日
月
祝　

　
　
　
　

開
場
12
時
30
分
〜

●
場
所　

あ
す
か
ホ
ー
ル

●
対
象　

平
成
10
年
4
月
2
日
～

平
成
11
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

※
町
内
に
住
所
が
な
い
人
も
参

加
で
き
ま
す
。
服
装
は
自
由
で

す
が
、
成
人
ら
し
い
節
度
の
あ

る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

新
年
交
礼
会　

  

　

 

企
画
政
策
課

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会

し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し

ま
す
。
功
労
者
表
彰
の
授
与
式
も

行
い
ま
す
。

●
日
時　

平
成
31
年
1
月
4
日
金

　
　
　
　

10
時
～

●
場
所　

あ
す
か
ホ
ー
ル

所
得
税
・
町
県
民
税
の

申
告
の
準
備
は
お
早
め
に

 　

 

税
務
課

　

平
成
31
年
２
月
18
日
月
か
ら
所

得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
が
始
ま

り
ま
す
。
申
告
は
町
県
民
税
の
賦

課
資
料
と
な
る
ほ
か
、
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
を
算
定
す
る
大
切
な

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
申
告
会

場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
書
類
整
理
な
ど
の
事
前
準
備

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
告
期
間　

平
成
31
年
２
月
18
日
月

　
　
　
　
　
　

～
３
月
15
日
金

※
収
支
内
訳
書
、
医
療
費
控
除

の
明
細
書
な
ど
の
書
類
は
税
務

課
、
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

※
前
年
分
よ
り
、
医
療
費
控
除
の

適
用
を
受
け
る
人
は
、
申
告
書

提
出
の
際
に
領
収
書
に
代
え
て

「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の

添
付
が
必
要
で
す
。

高
額
療
養
費（
外
来
年
間
合
算
）

の
申
請
案
内
の
送
付

　

  
町
民
課

　

高
額
療
養
費
は
、
平
成
29
年

8
月
診
療
分
よ
り
、
年
間
を
通

し
て
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け

て
い
る
人
の
負
担
が
増
え
な
い

よ
う
に
配
慮
す
る
観
点
か
ら
設

け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　

平
成
29
年
度
分
の
申
請
の
受

付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

対
象
者
に
は
、
平
成
30
年
11
月

末
に
申
請
の
案
内
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
方
法
な
ど

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
平
成
29
年
8
月
か
ら
一
年
間
の

間
に
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

の
種
類
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

な
ど
は
、
お
知
ら
せ
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
入
院
療
養
に
か
か
る
自
己
負
担

額
お
よ
び
食
費
・
居
住
費
は
、

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
額
の

計
算
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

要
介
護
認
定
者
の
お
む
つ

代
の
医
療
費
控
除
の
た
め

の
確
認
書
の
交
付

　

 

高
年
介
護
課

　

確
定
申
告
の
際
に
添
付
す
る
こ

と
で
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
確
認
書
を

交
付
し
ま
す
。

●
対
象　

次
の
①
～
③
全
て
を
満

た
す
人

①
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
要
介
護

認
定
を
受
け
、
一
定
の
介
護
要

件
を
満
た
す

②
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
2
年
目
以
降
で
あ
る

※
1
年
目
は
、
医
師
よ
り
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

③
主
治
医
意
見
書
か
ら
寝
た
き
り

状
態
と
尿
失
禁
の
確
認
が
で
き

る
●
申
請
に
必
要
な
も
の

◎
申
請
者
（
確
定
申
告
者
）
の
印
鑑

◎
介
護
保
険
被
保
険
者
証

◎
手
数
料
（
1
通
３
０
０
円
）

◎
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
本
人
、
同
一
世
帯
以
外
の
人
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。

要
介
護
認
定
者
へ
の
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
書
の

交
付

　

  

高
年
介
護
課

　

確
定
申
告
の
際
に
、
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合

で
も
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
を
添
付
す
る
こ
と
で
、
本
人
ま

た
は
そ
の
扶
養
者
が
障
害
者
控
除

ま
た
は
特
別
障
害
者
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
認
定
書
を
交
付

問

問

問

問

問問

問

し
ま
す
。

　

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

を
お
持
ち
の
人
で
、
同
等
の
控
除

を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
認

定
書
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象　

町
内
に
住
所
が
あ
り
、

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
被
保
険

者
で
要
介
護
認
定
を
受
け
、
一

定
の
介
護
要
件
を
満
た
す
人

●
申
請
に
必
要
な
も
の

◎
申
請
者
（
確
定
申
告
者
）
の
印
鑑

◎
介
護
保
険
被
保
険
者
証

◎
手
数
料
（
1
通
３
０
０
円
）

◎
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
本
人
、
同
一
世
帯
以
外
の
人
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。

年
金
に
関
す
る
こ
と
は

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で

　

  

ね
ん
き
ん
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

　

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は　

 

☎
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
４
４

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
自
分
の

年
金
情
報
を
手
軽
に
確
認
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

①
ご
自
身
の
年
金
記
録
の
確
認

②
将
来
の
年
金
見
込
み
額
の
確
認

③
電
子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
閲
覧

④
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ

た
各
種
通
知
書
の
確
認
な
ど

　

ご
利
用
登
録
は
、
日
本
年
金

機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.nenkin.go.jp/n_net/

）

か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収

で
納
め
ま
し
ょ
う

 　

 

税
務
課

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
で
す
。

【
給
与
支
払
報
告
書
な
ど
の
提
出
】

　

給
与
支
払
報
告
書
や
総
括
表
な

ど
は
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
提
出
方
法
は
、
電

子
申
告eLTAX

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）

の
利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　

平
成
31
年
１
月
31
日
木

【
町
県
民
税
の
特
別
徴
収
を
徹
底

し
て
い
ま
す
】

　

町
と
県
で
は
、
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
徴
収
と
は
、
所
得
税
の
源

泉
徴
収
と
同
様
に
、
事
業
主
が
毎

月
従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
町

県
民
税
を
徴
収
（
天
引
き
）
し
、

町
に
納
め
る
制
度
で
す
。

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
義
務
の
あ

る
事
業
主
は
、
特
別
徴
収
を
す
る

義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
30
年
7
月
豪
雨
義
援

金
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

 

企
画
政
策
課

　

７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
の
被

災
者
を
支
援
す
る
た
め
町
施
設

に
設
置
し
ま
し
た
募
金
箱
に
、

１
９
７
，
７
４
９
円
の
義
援
金

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
地
へ
届
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

予
防
接
種
実
施

医
療
機
関
の
追
加

　

 

さ
わ
や
か
健
康
課

●
医
療
機
関
名

　

た
け
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
た
つ
の
市
龍
野
町
日
山
61
‐
１

プ
ラ
ザ
日
山
Ｂ
号
）

　

☎
０
７
９
１
‐
７
２
‐
８
９
３
６

●
予
防
接
種
の
種
類　

　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌

太
子
町
に
ご
寄
贈
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

 

企
画
政
策
課

　

東
芝
労
働
組
合
姫
路
支
部
か

ら
は
テ
レ
ビ
と
ブ
ル
ー
レ
イ
レ

コ
ー
ダ
ー
が
、
㈱
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
ア
グ
ロ
か
ら
は
絵
本
棚
や
セ

ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な

ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
い
た
だ

い
た
備
品
は
、
子
育
て
支
援
や

教
育
環
境
の
改
善
の
た
め
、
子

育
て
施
設
で
大
切
に
活
用
し
ま

す
。
寄
贈
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問

問

問

問

問
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12月

16

情報館
らしの暮

図書館　☎ 277-1580

気持ちも体もぽかぽかする

しょうがで体温を 1 度あげる　　    　石原  新菜 ●  主婦の友社

しょうが Life からだを温めるしょうが recipe	　ベターホーム出版局

鍋料理＆薬味だれ　　　　　   　　　　　　　　　　主婦と生活社

かぎ針で編む和柄のざぶとん	 アップルミンツ

おうちであったか手編みのルームシューズ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　  Sachiyo・Fukao ● 河出書房新社

お風呂の達人
　バスクリン社員が教える究極の入浴術　　　　石川  泰広 ● 草思社

バスボムレシピ	  　　　　　　　    　   　篠原  由子 ● 河出書房新社

日帰り＆共同湯のんびり快楽温泉
　関西・中部・北陸・中国・四国編	 日本出版社

座ってできる！シニアヨガ　     　　　     山田  いずみ ● 講談社

知識ゼロからのウォーキング入門　　　　 小出  義雄 ● 幻冬舎

図書館で借りた本は、移動図書館でも返却できます。

26 日水は祝日振替のため休館。
29 日土～１月３日木は年末年始のため休館。

日 月 火 水 木 金

1
土

7 85 632 4

月の開館日
開館時間：10時～18時（金曜日は20時まで開館）

印は休館

14 1512 13109 11
21 22
29

19 20
2827

1716 18

3130
262423 25

12 ×

移動図書館（木曜日）

12月

6日

10：30～
10：50

塚 　 森
地 域 内

沖 　 代
地 域 内

米 　 田
公 会 堂

原
太田東地区農村
交流センター

竹 広 南
公 民 館

福 　 地
（三反長）
地 域 内

14：30～
14：50

15：30～
15：50

16：00～
16：30

15：00～
15：20

11：00～
11：20

13日

20日

山　　田
掲示板前

原池団地
公 民 館

太子ニュー
タ ウ ン
公 民 館

広 　 坂
公 民 館

吉 　 福
公 民 館

上太田
公民館

クリスマス特別おはなしの時間のお知らせ
　ふだんのおはなしの時間には子どもしか入れませんが、４歳以上であればどなたでも入れます。
●日時　12 月 15 日土　11 時～　　　   ４歳以上ならどなたでも
　　　　　　　　　　　 11 時 30 分～　小学３年生以上ならどなたでも

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

兵
庫
県
自
治
賞

　

仁
王
前
自
治
会
長

　
　

新
玉  

聖
夫
さ
ん

　

新
町
自
治
会
長

　
　

久
保
田  
文
章
さ
ん

兵
庫
県
連
合
自
治
会
創
立
50
周
年

記
念
特
別
功
労
感
謝
状

　

新
町
自
治
会
長

　
　

久
保
田  

文
章
さ
ん

兵
庫
県
連
合
自
治
会
会
長
表
彰

　

田
中
自
治
会
長

　
　

田
中  

敏
行
さ
ん

ひ
ょ
う
ご
県
民

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
賞

　

い
ず
み
会
早
苗
グ
ル
ー
プ

　
　

合
田  

弘
子
さ
ん
（
蓮
常
寺
）

２
０
１
８
国
際
ゴ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

奈
良
大
会
５
０
０
０
ｍ
Ｗ  

１
位

　

谷
口  

茂
さ
ん
（
川
島
）

日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
優
勝

　

岡
本  

樹
梨
按
さ
ん
（
太
田
小
）

全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会
出
場

　

森
重  

陽
子
さ
ん
（
福
地
）

全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
出
場

　

島
本  

ひ
と
み
さ
ん（
岩
見
構
上
）

　

島
本  

實
さ
ん
（
岩
見
構
上
）

　

谷
口  

茂
さ
ん
（
川
島
）

マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
全
日
本
少
年

柔
道
大
会
出
場

　

岡
本  

翔
乃
介
さ
ん
（
太
田
小
）

太
子
い
き
い
き
ウ
ォ
ー
ク

　

  

さ
わ
や
か
健
康
課

●
１
０
０
万
歩
達
成
者

　

八
幡  

直
子
さ
ん
（
山
田
）

相
談
・
窓
口
・
教
室

無
料
法
律
相
談
【
要
予
約
】

12
月
12
日
水
・
１
月
９
日
水

13
時
～
16
時

　

場
所
・
担
当　

企
画
政
策
課

人
権
・
行
政
相
談

　

12
月
６
日
木
13
時
～
16
時

　

場
所
・
担
当　

企
画
政
策
課

日
本
語
教
室（
外
国
人
対
象
）【
要
申
込
】

　

12
月
１
・
８
・
15
・
22
日
土

　

13
時
30
分
～
15
時

　

12
月
９
日
日
10
時
～
12
時

　

場
所　

地
域
交
流
館
ス
ペ
ー
ス
１

　

担
当　

企
画
政
策
課

消
費
生
活
相
談
【
電
話
相
談
可
】

　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　

９
時
30
分
～
16
時

　

場
所
・
担
当　

生
活
環
境
課

無
料
税
務
相
談
【
予
約
優
先
】

　

12
月
５
日
水
13
時
～
16
時

　

場
所　

役
場
Ｂ
３
０
１
会
議
室

　

担
当　

税
務
課

も
の
忘
れ
相
談
【
要
予
約
】

12
月
13
日
木
13
時
～
16
時

　

場
所　

役
場
Ａ
１
０
２
会
議
室

　

担
当　

高
年
介
護
課

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
【
要
予
約
】

12
月
６
日
木
・
１
月
11
日
金

13
時
30
分
～
16
時
30
分

　

場
所　

保
健
福
祉
会
館

　

担
当　

さ
わ
や
か
健
康
課

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

就
労
相
談
【
要
予
約
】

　

１
月
23
日
水
10
時
～
13
時

　

場
所　

役
場
Ｂ
３
０
１
会
議
室

　

担
当　

産
業
経
済
課

た
い
し
っ
子
悩
み
相
談
【
要
予
約
】

　

毎
週
金
曜
日
13
時
30
分
～
17
時

　

場
所
・
担
当　

管
理
課

心
配
ご
と
相
談

12
月
14
日
金
・
28
日
金

13
時
30
分
～
16
時

　

場
所　

保
健
福
祉
会
館
相
談
室

　

担
当　

社
会
福
祉
協
議
会

心
の
不
安
相
談

１
月
15
日
火

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

場
所　

保
健
福
祉
会
館
相
談
室

　

担
当　

社
会
福
祉
協
議
会

身
体
障
が
い
者
（
児
）
相
談

１
月
16
日
水

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

場
所　

保
健
福
祉
会
館
相
談
室

　

担
当　

社
会
福
祉
協
議
会

知
的
障
が
い
者
（
児
）
相
談

１
月
17
日
木

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

場
所　

保
健
福
祉
会
館
相
談
室

　

担
当　

社
会
福
祉
協
議
会

問

ネット通販で偽物が届いた！
生活環境課

【事例】
　探していたブランドの財布を、ある通販サ
イトで見つけ、表示をよく確認しないままク
レジットカード決済をした。ところが１週間
後に海外から届いた商品は、縫製が粗雑で明
らかに偽物であった。メールで返品返金を求
めたが、返事はなく、サイト事業者の住所な
ども架空のものであった。どうすればよいか。

【アドバイス】
　インターネット通販で購入した商品が偽物
であったという相談が多く寄せられていま
す。しかし、ブランド品の真偽鑑定は簡単で
はない上、仮に偽物であっても、販売事業者
に返品返金を実行してもらうことは極めて困
難です。通信販売は、実物を確認できないた
め、信頼できるサイトを選ぶことが重要です。

「特定商取引法に基づく表示」に記載された
事業者の住所や電話番号が実在するかなど、
よく確認しましょう。クレジットカード会社
には、早急に連絡して手続きを行えば、請求
の猶予や免除が検討される場合があります。
　何かお困りのことがあれば、消費生活相談
窓口（生活環境課）までご相談ください。

消費生活ワンポイント

秋の叙勲　受章者の紹介
　　　　　　　　　　　　　　　企画政策課

NEWS

問

問

歴史資料館　☎ 277-5100　
歴史資料館開館 25 周年記念企画展

「ふるさとの小学校」
　町には、明治時代から続く長い歴史を持つ小学
校が４地区に１校ずつあり、今も地域の人々に親
しまれています。明治５年（1872）の学制発布以来、
幾度かの転変をかさね、やがて「わがむらの学校」
として地域の核になった小学校のあゆみと教育の
移り変わり、そして地域の人々の小学校への思い
を紹介します。
　会期　平成 31 年 1 月 14 日月まで
　入館料　大人　200 円　
　　　　　高校 ･ 大学生　150 円
　　　　　中学生以下・65 歳以上　無料
　展示解説　12 月 16 日日 14 時～

歴史探検隊
「楯岩城に登ろう～龍田地区の文化財めぐり～」
　12 月８日土９時～ 12 時
　集合解散場所　総合公園陸上競技場
　募集人数　25 名程度

（先着順、小学校３年生以下は保護者同伴）
　参加費　　100 円（保険料）
　申込期限　12 月２日日
　申込方法　歴史資料館窓口または電話申込

歴史講座のお知らせ「歴史的な建造物とまちづくりの話」
　12 月 15 日土 13 時 30 分～
　場所　あすかホールミニシアター
　講師　八幡  充治さん
　　　　（兵庫県ヘリテージマネージャー）

どなたでも参加できます。

開發  直樹さん（原）

　学校保健および
学校安全の普及と
向上に長きにわた
り尽力されました。

「今後も子どもたち
だけでなく、皆さ
んの健康のために
微 力 を 注 ぎ た い 」
と語られました。

瑞宝双光章（学校保健功労）



掲示板施設

平成30年（2018）12月号 1819

一般開放のお知らせ
　12 月 19 日水～ 28 日金
　９時～ 15 時（土日祝除く）

まちの子育てひろば「おひさま」
　「クリスマス遊び」
　12 月 11 日火 10 時 30 分～ 11 時 30 分
　対象　未就園児とその保護者

子育て交流会「みんなだいすき！」　　
　12 月 17 日月
　開場　10 時 15 分　開演　10 時 30 分　
　場所　あすかホール中ホール
　内容　歌、手遊び、アカペラ、
　　　　パネルシアター　など
　対象　未就園児とその保護者
　持ち物　座布団・ひざ掛けなどの防寒対策

●● 文化推進課　☎ 277-2300 ●●
書道　
　12 月３・17 日月 13 時 30 分～
　場所　あすかホール創作室
かるた会　
　12 月８日土 9 時 30 分～
　場所　あすかホール和室
たちばな大学一般教養講座「専門用語を使わない相

続・贈与・遺言講座」
　12 月 19 日水９時 30 分～
　場所　あすかホール中ホール
　講師　谷  修二さん（税理士）

●●斑鳩公民館　☎ 277-4550 ●●
ふれあい茶道教室「子どもと大人のふれあい茶道」
　12 月１・15 日土９時 30 分～
　講師　春井  千鶴さん
きらきらママカフェ「ペーパークラフト」
　12 月４日火９時 30 分～
　講師　伊藤  則子さん
歴史教養講座「播磨国風土記はどのようにして書
かれたか」
　12 月 19 日水９時 30 分～
　場所　あすかホール研修室
　講師　是川  長さん

●●石海公民館　☎ 277-4511 ●●
子ども詩吟
　12 月８・15 日土９時 30 分～
　講師　吟道摂楠流
子ども茶道
　12 月８・22 土 13 時 30 分～
　講師　原田  和恵さん

●●太田公民館　☎ 277-4811 ●●
カルトナージュ講座
　12 月 11 日火 13 時 30 分～
　講師　坂本  敏美さん

こども劇場「親子で楽しむＸ ’mas コンサート」
　12 月 16 日日 10 時 30 分～
　場所　あすかホールミニシアター
　出演　たいしウインドアンサンブル
　どなたでも参加できます
しめ飾りをつくろう
　12 月 16 日日 13 時 30 分～
　講師　花谷  勝一さん、太田地区老人クラブ
　定員　15 名（先着順）
　持ち物　はさみ、ものさし、飲み物
　申込方法　窓口または電話申込
　申込期限　12 月 11 日火
将棋道場
　12 月 22 日土 13 時 30 分～
　講師　地域の将棋愛好会員
　※定員に余裕があります
こども華道
　12 月 22 日土 13 時 30 分～
　講師　玉田  恵甫さん（未生流）
　※定員に余裕があります。希望者は準備があり

ますので、事前にお問い合わせください。
健康クッキング
　12 月 26 日水９時 30 分～
　講師　宮中  真智子さん

●●龍田公民館　☎ 276-0044 ●●
パソコン教室
　12 月１・15 日土 13 時 30 分～
　講師　岡田  義憲さん

●●南総合センター　☎ 277-1102 ●●
人間の生き方講座
　「私とマンガと・・・」
　12 月６日木９時 30 分～
　場所　南総合センター
　講師　前田  賢一さん
　　　　（漫画家・大阪アニメ専門学校講師）
　※手話通訳あり

社会教育・生涯教育

はらっぱ絵本の時間
　紙芝居「みつごのこぶたのクリスマス」の読み
聞かせ会を開催します。
　読み聞かせの後は、リトミックを楽しみましょう。
※今月のみ第３水曜日に開催します。

●日時　12 月 19 日水 15 時～ 15 時 30 分
●場所　地域交流館交流ラウンジ
●対象　２歳児～５歳児

どなたでも参加できます。

地域交流館『はらっぱ』　☎ 277-6005
入場無料

あすかホール　☎ 277-2300
クリスマス・ピュアコンサート
　12 月 15 日土
　開演　17 時 30 分～
　場所　あすかホールロビー
　出演　
　龍田  陽香莉さん（ピアノソロ）
　パンチアウト・スチール・オーケストラ女子部（ス

チールパン）
　ミルフィーユ（トーンチャイム）
　中谷  佳奈子さん・大高  かず子さん（ピアノ連弾）
　太子高校吹奏楽部（アンサンブル）
　セイ♥マンマ（女声コーラス）

純烈 Christmas Concert
　12 月 20 日木
　開場　13 時 30 分～　　開演　14 時～　　　 
　場所　あすかホール大ホール
　料金　 S 席 5,000 円　A 席 4,000 円

末延  麻裕子 New Year Violin  Live 2019
　平成 31 年 1 月 12 日土
　開場　14 時～　　開演　14 時 30 分～　
　場所　あすかホール大ホール
　料金　1,000 円 ( 全席自由、当日 500 円増 )

市場  誠一♪  夢色コンサート
　平成 31 年 2 月 24 日日

　開場　13 時～　　開演　13 時 30 分～
　場所　あすかホール大ホール
　料金　1,000 円（全席自由、当日 500 円増）
　出演者　市場  誠一さん（ピアノ）
　　　　　深江  亮太さん（フルート）
　　　　    大西  泰徳さん（チェロ）
　　　　　植山  翔太さん（カホン）

綾小路きみまろ 爆笑！スーパーライブ
　平成 31 年 3 月 10 日日
　開場　13 時～　開演　14 時～　
　場所　あすかホール大ホール
　料金　5,500 円（全席指定） 
　発売開始　12 月 1 日土 9 時～
　　　　　　　　　　
梅沢富美男劇団
　平成 31 年 3 月 22 日金
　昼の部　開場　13 時～　開演　13 時 30 分～
　夜の部　開場　17 時～　開演　17 時 30 分～
　場所　あすかホール大ホール
　料金　5,000 円（全席指定） 
　発売開始　12 月 15 日土 9 時～

※綾小路きみまろ＆梅沢富美男劇団のセット券（通
常 10,500 円のところを 9,800 円）の販売を 12
月 1 日土より先行で販売いたします。

好評発売中 紅白初出場決定

入場無料

好評発売中

要申込

好評発売中

ヨチヨチグループ（０歳児～１歳児）
　12 月４・11・18 日火
　10 時 30 分～ 11 時 30 分
※第１火曜日のみ職員による手遊び・絵本などを

行います。

幼児映画会（２歳児～３歳児）
　12 月７日金
　10 時 30 分～ 11 時 30 分
※職員による手遊び・ミニシアターなどもあります。

子ども映画会（幼児～小学生）
　12 月１日土 10 時～ 11 時

児童館　☎ 277-3880

どなたでも参加できます。

子育て学習センター『のびすく』　　☎ 080-8501-1146

どなたでも参加できます。おみやげもあります。どなたでも参加できます。
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10 月 28 日、石海北地区で太子町防災訓練を開
催しました。自治会で行われた消火訓練や救護
訓練の後、石海小学校で給食・給水や物資仕分
けなどの班別訓練が実施されました。参加者は、
日頃からの、災害への備えや地域の団結力、自
身の防災技能の重要さを身をもって感じ、地域
の防災力が高まった一日となりました。

の健康をめざしましょう口 介護予防講演会

域全体で災害から身を守る地 太子町防災訓練

10 月 11 日、あすかホールで介護予防講演会を
開催しました。講師に言語聴覚士の丸林直裕さ
んを招き、食事のときはよく噛んでおいしく楽
しい介護予防に努めましょうと呼びかけられま
した。参加者は、口の衰えで病気になってしま
うことや、かみかみ百歳体操の重要さを聴き、

「これからは意識的に口を動かしていきたい」と
話しました。

書館周辺の樹木に注目
樹木観察会図

10 月 14 日、図書館周辺で樹木観察会を開催し
ました。講師に森林インストラクターである田
中義則さんを招き、樹木や植物の特性などを学
びました。観察会の終盤には、どの樹木の匂い
かやどの樹木の葉っぱかを当てるゲームが行わ
れ、参加者は解答に悪戦苦闘しつつも楽しんだ
様子でした。

術の秋を楽しむ

公募美術展芸
10 月 17 日～ 21 日の間、あすかホールで太子
町公募美術展を開催しました。会場には、町内
外から数多くの写真や書、絵画、陶芸作品が並
びました。訪れた人は、迫力ある作品をじっく
り鑑賞し、作品に込められた思いに触れていま
した。芸術の素晴らしさを感じられる 5 日間で
した。

10 月 18 日、阿曽地区の田んぼで斑鳩小 3 年生
を対象に稲刈り体験が開催されました。6 月中
旬に行った田植えの苗が成長し、稲を収穫する
時期がやってきました。地域の皆さんが、児童
へ丁寧に稲の刈り方や干し方を教えていました。
子どもたちは、お米を育てる大変さと同時に農
業の楽しさを学びました。

くさん収穫できましたた 稲刈り体験


